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令和３年度第６回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和３年６月２９日 

                    担当部・課：建設部住宅課〔内線５５５５〕 

①件  名 

石巻市空き家情報登録制度「空き家バンク」媒介に関する協定の締結について 

②施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

全国的な人口減少や既存の住宅、建築物の老朽化等に伴い、居住等の使用がなされていない空

家等が年々増加したことにより、本市においても令和２年４月に「石巻市空家等の適切な管理に

関する条例」を制定した。令和３年３月には「石巻市空家等対策計画」を策定し、空家等の発生予

防や適正管理等のほか、空家等の利活用方策として、空き家バンクの導入を図ることとしている

が、運営にあたっては建物の売買や賃貸借等の取引が伴い、行政が介入できない部分がある。 

 

【目的】 

本市と不動産関連団体との間で本協定を締結し、不動産関連団体の会員事業者（以下「会員事

業者」）の協力のもと、空家等の所有者と購入（賃貸借）希望者との取引について、会員事業者が

媒介し、空き家バンクの円滑な運営を図る。 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 なし 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 

第５章 心ゆたかな誇れるまち 

第２節 身近な自然や生活環境を守る 

２ 生活環境を保全する 

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

平成２７年 ５月 空家等対策の推進に関する特別措置法の施行 

令和 ２年 ４月 石巻市空家等の適切な管理に関する条例の制定 

令和 ３年 ３月 石巻市空家等対策計画の策定 

⑤主な内容 

【協定先】 

公益社団法人宮城県宅地建物取引業協会（仙台市青葉区国分町３丁目４番１８号） 

会長 佐々木 正勝 

公益社団法人全日本不動産協会宮城県本部（仙台市青葉区上杉１丁目４番１号） 

本部長 佐藤 昌市 

【協定の内容】 

市内の空家流通促進と、建物の継続利用による空家の発生予防を図り、市民の良好な住環境の

維持に向け相互に連携・協力する。 

【協定締結期間】 

協定締結の日から３年間（１年ごとに自動更新） 

⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

空き家バンクの運営にあたり、空家等の所有者と会員事業者との間で媒介契約を締結すること

により、当該空家等の売買や賃貸借について円滑な取引を行うことが可能となり、空家等の利活

用の推進が図られる。（本市の財政負担なし。） 
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⑦他の自治体の政策との比較検討 

県内空き家バンク導入自治体 ８市１７町 

塩釜市 山元町 

気仙沼市 松島町 

白石市 七ヶ浜町 

角田市 大和町 

登米市 大郷町 

栗原市 大衡村 

東松島市 色麻町 

大崎市 加美町 

七ヶ宿町 涌谷町 

村田町 美里町 

川崎町 女川町 

丸森町 南三陸町 

亘理町  
 

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

令和３年７月１日 協定締結式 

石巻市空き家バンク実施要綱制定及び空き家バンク開設 

⑨その他 

・「空き家バンク」の運営にあたっては、物件情報を国土交通省モデル事業である全国版空き家バン

クに登録するとともに、復興政策部において実施する移住相談窓口等設置事業のサイトとの連携

を行う予定である。 

・空き家バンクへの媒介を希望する市内会員事業者は、石巻市空き家バンク実施要綱において事業

者登録を行ったうえで、本事業への参入を可能とする。 

・空き家バンク登録物件に隣接する農地の権利取得等に係る取り扱いについて、農業委員会が「石

巻市空家に付属した農地の取扱要綱」を策定する。 

 

 

【石巻市空き家バンク　運営イメージ】
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　　　　　協定締結

宅建協会・不動産協会

③市内登録事業者

①空家所有者：空家登録、売買（賃貸借）契約

②利用希望者：利用登録、売買（賃貸借）契約

③市内登録事業者：①と②との交渉仲介、契約の媒介
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③市内登録事業者の媒介により契約


